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科学の一部分は不毛のものとなっており，その結

果，教育の手段としての有効性の多くを失わせて

いることへの非難でもある。また，同報告書にお

いて，「多くの社会の教育制度は，知的訓練と実

務的訓練との差別を永続させるのに貢献しており，

また筋肉労働を，教育を通して万難を排して避け

るべき災難として低く評価している」’）として手

工教育の現状の問題を提起している。

ユネスコは1974年に，「技術教育および職業教

育に関する改正勧告」を採択し，「技術および労

働の世界への手ほどきは，これがなければ，普通

１．はじめに

ユネスコは1972年，総会の教育部会のフォール

報告書において、「今日の普通教育の中で，技術

は体系的，理論的に取扱われていない」’)として，

技術の利用に関する理解を育てようとする試みが

なされていないことを指摘している。これは，普

通教育において､カリキュラムが技術よりも科学

を優先させる傾向が非常に強いことへの非難でも

あり，また，科学を実践的側面から切り放すこと

によって威信を一層高めるという口実のもとに，

本報告は日本産業技術教育学会大会第４２回全国大会（1999年，盛岡市）において発表した。
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教育が不完全になるような普通教育の本質的な構

成要素になるべきである｡肥）とする原則を国際

的に確認した。また，1989年には，ユネスコ第２５

回総会の「技術教育および職業教育に関する条約」

の中で，「技術教育および職業教育は，生涯教育

の文脈において，開放的で柔軟な構造の枠組みの

中で行われるよう計画されるべきであり，次に掲

げるものを提供すべきである｡」３)として，「(ａ）

普通教育におけるすべての子どものための技術お

よび労働の世界への手ほどき」３)を示している。

この「技術および労働の世界への手ほどき」を行っ

ている教科は，日本では現在中学校の技術科のみ

であり，未だに小学校や高等学校には普通教育と

しての技術教育を行う教科はおかれていない。多

くの国では，このユネスコの原則に則った教育政

策が遂行され，欧米先進国をはじめ，韓国や台湾

等のアジア諸国でも，初等・中等教育を一貫した

普通教育としての技術教育が拡充されているｲ)。

100年以上の技術科教育の歴史をもつわが国では

あるが，初等・中等教育を一貫させた普通教育と

しての技術教育の拡充という点では世界に遅れを

とっている。男女を問わず，将来の職業に関係な

く，すべての子どもは小学校から高等学校まで，

普通教育としての技術教育を享受することが強く

求められている。しかし，技術科は，学習指導要

領の改訂の度に配当授業時数はを大IllHiに削減され

続けてきており，その削減率は全教科中段大であ

る。現在，普j､教育としての技術教育は，最大限

履修した場合であっても，小学校から高等学校ま

での全授業時数の1.6％を占めるにとどまるとい

う状況である5)。ところで，現行の小学校の図画

工作科は美術科の指導下にあり，現場の教諭自身

が木材材･科や木工具・木工機械に関する十分な教

育を受けていないためか，工作材料も粘土や紙類

に依存しがちであり，これまでの指導内容がすぐ

にユネスコの示す技術教育としての木材加工教育

に展開できるとは考えにくい6)。また，近年，子

どもたちが自らの手と頭を使って実際(こものをつ

くりだすという綴験が減少している中で，学校で

技術的活動の初歩を教えることはこれまで以上に

重要な意味をもっている。１'１学校における木材加

工実習に関する実態調jiIfは進められているが7-12)，
小学校の教育現場において木工作指導に関する教

論の意識やものづくりの経験や具体的な指導方法

等については不明なままであり，1997年に奥野ら

によって福井県の小学校教諭の木工作指導に関す

る調査研究１３)がなされたのみである。

そこで，本研究では，奥野らの調査研究をふま

え，小学校における技術教育実施のための基盤整

備を検討するために，小学校の図画工作科におけ

る木材加工の学習環境の分析を行った。そのため

に，現場の小学校教諭を対象にアンケート調査を

行い，小学校の木材加工に関連する施設・設備の

現状，図画工作科の指導内容，回答教諭の意識と

技能等を調査した。また，小学校５．６学年を対

象とした木材加工領域の教育課程試案を編成し，

その改善点，問題点等を指摘してもらい，教育課

程の検討を行った。

2．研究方法

２．１木材加工の題材別による作業分析表の作成

小学校５．６年生の子どもの認識・身体機能の

発達変化と興味関心について，橋田の論文等１４．１５）

を参考にして分析を行った。また，この分析結果

については，後述のアンケート調査において小学

校教諭による該当項目の確認と追加を行ってもらっ
た。

また，小学校第５．６学年の各学期について，

木材加工領域の教育課概試案を作成した。すなわ

ち，木材力Ⅱ工題材を収めた文献!`‐綱)を参考に，製

作題材を41題精選し，作業]ご程内容が而単なもの

から難しいものへ，また，作業工程の数が少ない

ものから多いものへと移行していくように題材を

編成した作業分析表を作成し，これと前述の子ど

もの認識・身体機能の発達変化と興味関心の分析

結果をもとにして，教育課程試案を作成した。こ
の教育課程試案についても，アンケート調査によっ

て回答教諭による評価ならびに問題点，改善点の
指摘を得た。

２．２アンケート調査方法と内容

調査の方法は，沖純県内の小学校271校の第５．

６学年担当の主任教諭を対象に，1997年11)]にア

ンケート調査を行った。１m収校は142校であり，
その回収率は52.4％であった。

－２２６－
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アンケートの主な調査項目は，

①アンケート回答校の概要（回答教諭の担当学

年，勤務年数，学年のクラス数）

②施設・設備の現状（工作室の有無，使用可能

な木工道具・機械の種類とその所有数，普通

教室内の工作用の道具の種類）

③技術科教育および木材加工教育を小学校で行

うにあたっての教諭の意識（小学校での技術

科教育の位置づけ，「図画工作科」と「技術

教育科」の関連，小学校に適切な技術科教育

の指導領域，小学校での「木材加工」指導の

賛否）

④現行の小学校「図画工作科」指導の現状（児

童が使用している工具・機械の種類，児童に

使用させるのが好ましくない工具・機械の種

類）

⑤「図画工作科」における木材加工に関連する

指導題材名と使用工具・機械名

⑥「図画工作科」における木材力[|工に関連する

失敗事例・事故事例

⑦回答教諭の技能調査（木材加工の技能，木工

道具・機械の使用歴）

③小学校５．６年生の子ども達の認識・身体機

能の発達変化と興味関心の実態

⑨試作した教育課程試案への評価および改善点・

問題点

等である。

３．結果と考察

３．１木材加工に関する教育課程試案の内容検討

３．１．１小学校５．６年生の子どもの認識・身

体機能の発達変化と興味関心

小学校５．６年生における木材加工教育の役割

と教育適時性を分析するために，橘田の論文

等'４．１５)を参考にして作成した，満１１歳と満12歳の

子どもの認識・身体機能の発達変化と興味関心の

変化を表１に示す。子どもの興味関心の変化は，

表１小学校５．６年生の子どもの認識・身体機能の発達変化と興味関心

－２２７－

小学校５年生（11歳） 小学校６年生（12歳）

概
念
の
発
達

･空'１Mの水平性概念（水面記入）

部分正解は70％以上

全正解は40％以上

･時|Ｈ１，運動，速ざの概念が完成．

一般化できる（形式的操作期）

･空間の水平性概念（水面記入）

部分正解は80％以上

全正解は50％以上

･形式的思考操作への飛躍

･形式的表象から記号的表象へ移行段階

･事物の概念化が進展

･数字，言語、記号などを用いて，論理だけで思考を行うことができる

･試行錯誤によらず仮説演鐸的な.思考が可能

身
体
機
能
の
発
達

･循環器能の急増（肺活量）

･心臓重量§の急増

･筋力の急増

･乳歯と永久歯の交替の完了

･手の拳骨や指骨の骨化

･循環器能の急増，増加率最大

･心臓重量の急増

･筋力の急増，増加率最大

･持久筋力の藩しい増加

･脊椎のすべて（頭，胸，腰の部分）の屈曲の形成

･手の骨の骨化

･正確な視覚，微妙なものを感じとる知覚の形成

活
動
と
興
味

.相変わらず活動的

･人'１１１に対する興味がわいてくる

・自然への興味，収集欲旺盛

＜具体的な活動＞

･秘密の小屋づくり

･魚釣り

･石蹴り

･切手集め

・自発的で激しい活動は顕著でなくなる

･森への散歩などのぶらぶら歩きや庭いじりを好む
･性差が現れてくる

．運動技能はほぼ完成

･芸術・科学に関心

＜具体的な活動＞

･木登り・各樋スポーツ・編み物・分解組立・大工

仕事・デザイン・模型の組立・顕微鏡観察・写真
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精神的・肉体的因子の成長発達が生じる時期，あ

るいは急増する時期と深く関わっている。この時

期は，肺活量などの循環器能や筋肉が急増する時

期であり，全身を動かす遊びに一層関心が高まる

とともに技術の習熟に意欲的になる時期でもある。

また，この時期は，空間概念の包括的理解や運動・

速さの概念の完成と一般化ができるようになる時

期である。小学校５年生では水平性概念の獲得傾

向から類推できるように，その概念形成は未完成

であるが，６年生頃になると，知的概念もほぼ形

成されてくるとともに循環器能や筋力が著しく増

加して持続力がついてくる。したがって，６年生

の時期には，工夫や創造を要するものに自発的に

興味関心が移ってくるといえる。フレーベルは，

１０～12歳頃の子どもについて「構成衝動・作業衝

動が高まり，目的をもった作業を喜ぶようにな

る」関)といっており，児童期の特徴である活動衝

動が優先した単一要素への関心から，目的にそっ

て個々の要素を組み合わせて完結させることに関

心が移ってきた時期といえる'ｲ)。これらのことか

ら，この時期の子どもは空間認知が包括的にでき

るようになり，筋力も急増して，制御能力が増し

てくるため，加える力を同時に異なる方向に出す

ような動作（きりによる穴あけ作業や木ネジ締め

など）や道具が空間を飛翔するような動作（釘打

ち作業，のみ加工など）を無理なく学習できるも

のと思われるM)。

しかしながら，動作能力は十分であっても，刃

先が鋭利で高速回転する種類もある木工道具・機

械が元来もっている危険性と学習指導の不足等か

ら，過去に事故を多く発生させた道具・機械もあ

り，安全対策が十分になされないままでこの学年

で使用されれば事故につながる可能性が嵩iい道具・

機械がある…)。この点を考慮に入れて，小学校

５．６年生の各学年で一般に使用可能と思われる

木材加工の道具・機械の種類の分別を表２に示す。

表中において．○印は使用可能なもの，×印は使

用不可で使用が望ましくないもの，△印は個人の

能力差に応じて適宜使用できるものを表している。

特に，のみやかんなは，個人の能力差に応じて循

環器能や筋力などの身体機能が充実した時期にあ

てがう必要がある。また，文部省の「小学校指導

書（図画工作編)」によれば，第５学年では使う

道具名として彫刻刀，糸のこぎり，両刃のこぎり，

げんのう等が例示されており，第６学年では「手

の働きに力強さや巧みさが増してくることから，

材料や用具などを扱う可能性や範囲が広がり，そ

の視点から材料を見たり，手などで操作しながら

感じたりして選ぶような姿勢も育ってくる」鯛)と

示しており，第6学年にもなれば多くの種類の木

工道具・機械を自主的に使える可能性が広がると

記している。

３．１．２木材加工に関する教育課程試案の編成

木材加工題材を収めた文献'6-3ｲ)を参考に，製作

題材を41題精選し，作業工程内容が簡単なものか

ら難しいものへ，また，作業工程の数が少ないも

のから多いものへと移行していくように題材を編

成した作業分析表を表３に示す。

表２小学校５．６年生で使用可能と思われる

木材加工の道具・機械名等

ｒ、
ﾋノ

、
ノ

ｒ
」

「、
ヒノ

「、
Ｌ」

○：使用可能，△：個人差あり．×：使用不可

－２２８－

道具・機械名等
小学校

５年生

(11歳）

小学校

６年生

(12歳）

･さしがね

．けびき

･直角定規

･紙やすり

･木工用やすり

･両刃のこぎり

･糸のこぎり

･かんな

･刷毛，塗料

･接着剤（木工用ポンド）
･釘

･げんのう

･ナイフ（小刀）

･彫刻刀

・きり

･のみ

･ペンチ

･糸のこ盤

･電動ドリル

･ポール盤

･ベルトサンダ

･角のみ盤

･丸のこ盤

･自動かんな盤

･手押しかんな盤

○
○
○
○
○
○
○
△
○
○
○
○
○
○
○
×
○
○
△
△
△
△
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
△
○
○
○
○
○
○
×
△
×
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表４木材ｶﾛｴに関する教育課程試案（第５学年）

、
－２３０－

１学期 ２学期 ３学期

目
的

①切削加工の道具である刃物のし

くみを学習する。

②切れる刃物とはどのうよなもの
か，実際に自分で作ってそれを

実感する。

③刃物の保守，小刀の使い方の技

能について学習する。

④日常生活の中で楽しみながら遊

べるものを製作する。

⑤糸のこ盤の正しい使い方の技能

について学習する。

①学校生活で必要なものを，各自

で創意工夫して製作する。

②じょうぶな接着の工夫を学習す

る。

③日常生活で整理されていない所

に何が必要かを理解させ，それ

を製作する。

④家庭生活の中で役に立つものを

理解させ，製作する。

⑤のこぎりびき，釘打ちなど基礎
的な技能を習得させる。

①この学年のとめとして，機能，
構造，美しさ，楽しさを考えて
造形的に製作する。

②両刃のこぎり，かんな，釘打ち

などの基本的な技能を習得する。

③比較的に大きい作品を製作する

ことを体験させ，その機能を理

解する。

教
材

(1)ナイフペーパー

(2)タングラム（幾何学的なパズ

ル木片で図形をつくる）
(3)ジグゾーパズル

１
１
１
１

１
２
３
４

１
１
１
Ｉ

ネームプレート

ペンスタンド

お盆

かびんしき

(1)と(2)は必修，

(3)と(4)はどちらかを選択

(1)カセットテープ入れ

(2)本立て

(1)と(2)のどちらかを選択

技

能

(1)けが<，削る，切る

表面処理

(2)けが〈，削る，切る

磨く

磨く

(3)下絵を描く，切る‘磨く

着．穴あけ

接

(1)けが〈，削る，切る，磨く
接着

(2)けが〈，削る，切る

接合，接着，表面処理

(3)けが〈，削る，切る

接合，接着，表面処理

(4)けが<，削る，切る

接合，接着，表面処理

磨く

磨く

磨く，

(1)けが〈，削る，切る

接着，磨く，表面処理

(2)けが〈，削る，切る

接着，磨く，表面処理

接合

接合，

道
具
等

(1)さしがね，紙やすり，両刃の
こぎり，オイル

(2)さしがね，紙やすり，糸のこ
盤

(3)糸のこ盤，紙やすり，木工用
ポンド

ランプ

きり はたがね又はク

(1)さしがね，紙やすり，両刃の

こぎり，木工用ポンド，マジッ
クペン

(2)さしがね，木工用やすり，両

刃のこぎり，紙やすり，釘，き

り，金づち，木工用ボンド，塗

科

(3)さしがね，両刃のこぎ})，糸

のこ盤，紙やすり，釘，きり

金づち，木工用ポンド，塗料
(4)さしがね，両刃のこぎり，紙
やすり，木工用やすり，釘 き

り，金づち，木工用ポンド，塗
科

（１）さしがね，直角定規，けびき

両刃のこぎり，かんな，釘

り，金づち，木工用ポンド

やすり，塗料

き

紙

(2)さしがね，直角定規，けびき，

両刃のこぎり，かんな，釘，き

})，金づち，木工用ポンド，紙
やすり，塗料

材
料

(1)スギ，硬い板材

(2)シナ合板，ナラ
(3)ホウ カツラ

サクラ

シナ合板

(1)合板

(2)化粧合板

(３１化粧合板，スギ板

(4)カツラ，スギ

(1)スギ，ラワン，化粧合板等

(2)スギ，ラワン等



福田・長江：小学校における技術教育実施のための基盤轄備

表５木材加工に関する教育課程試案（第６学年）

－２３１－

ｌ学期 ２学期 ３学期

目
的

①形や色，材料などの特徴を総合

的に活かして製作をする。

②日頃忘れがちな自然とのふれあ

いを楽しむための作品を製作す

ろ ◎

③一枚の板を無駄のないように使

用することを学習する。

①両刃のこぎり，釘打ち，かんな

がけ等の技能をさらに発展させ，

より高い技能を習得する。

①これまでに学習したことを発展

拡充させて，ほぞづき，相がき

つぎなどの接合法を使って製作

する Ｃ

②ポール盤，のみ等のより高度な

技能を必要とする道具・機械の

基礎的な使用法を習得する。

①小学校生活のまとめとして，今

までに使用法を学んできた工具

を活用して製作し，中学校技術

科への橋渡しをする。

②組みづき，ほぞつぎ等のより複

雑な知識・技能を習得する。

③卒業製作という意味をもたせ，

班単位での共同製作を行う機会

を確保する。

教
材

(1)巣箱

(2)踏み台，または風呂いす

(3)仕切りボックス

(1)は必修，(2)と(3)はどちらかを

選択

(1)ミニ縁台

(2)花台

(3)吊り棚

(1)～(3)の中から２つを選択

(1)収納箱

(2)作業用いす

(1)と(2)のどちらかを選択

技
能

(1)けが〈，削る，切る

接合，磨く

(2)けが〈，削る，切る

磨く，接着，表面処理

(3)けが〈，削る，切る

磨く，接着，表面処理

穴あけ，

接合

接合

(1)けが〈，削る，切る，接合

磨く，接着，表面処理

(2)けが〈，削る，切る

工

理

接合，磨く，接着

ほぞ加

表面処

(3)けが<，削る，切る，ほぞ加

工，磨く，接着，表面処理

(1)けが〈，切る，削る，接合部

の加工,接合，接着，磨く，表

面処理

(2)けが〈，切る，削る，ほぞ穴

の加工

面処理

接合，接着，磨く 表

道
具
等

(1)さしがね，直角定規，かんな，

両刃のこぎり。ドリル，糸のこ

盤，釘，きり。金づち，紙やす

り

(2)さしがね，直角定規，かんな

両刃のこぎり，釘，きり，糸の

こ盤，金づち，紙やすり，木工

用ポンド，塗料

(3)さしがね，直角定規，かんな，

両刃のこぎり，釘，きり 金づ

ち，紙やすり，木工用ポンド

塗料

(1)さしがね，直角定規，かんな，

両刃のこぎり，弓のこ，釘 き

I〕，金づち，紙やすり，木工用

ボンド．塗料

(2)さしがね，けびき，はたがね，

かんな，両刃のこぎり，糸のこ

盤，のみ，釘，きり，金づち，

紙やすり，木工用ボンド，塗料

(3)さしがね，直角定規，かんなり

両刃のこぎり，ポール盤，のみ，

角のみ盤，紙やすり，木工用ポ

ンド．塗料

(1)さしがね，直角定規，けびき，

両刃のこぎり，かんな，のみ

釘，きり，金づち，木工用ボン

ﾄﾞ，紙やすり，塗料

(2)さしがね，直角定規，けびき，

両刃のこぎり，かんな，角のみ

盤，のみ]釘，きり，金づち，

木工用ポンド，紙やすり，塗料

材
料

(1)スギ

(2)ヒノキ

(3)ラワン等

等
等
等

、
／
、
〆
、
ゾ

ワ
ワ
ワ

ー
フ
ー
フ
ー
フ

ギ
ギ
ギ

ス
ス
ス

ー
２
３

（１）スギ，ラワン，合板等

(2)スギ，ラワン，合板等
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子どもの認識・身体機能の発達変化と興味関心

の分析結果と，小学校５．６年生で使用可能と思

われる木材加工の道具・機械の分別と，この作業

分析表をもとにして，第５．６学年の教育課程試

案を学期ごとに作成した。第５学年の木材加工に

関する教育課程試案を表４に，第６学年のものを

表５に示す。表３の作業分析表の横軸に示した番

号１，３，６の題材を第５学年の１学期に，１０，

１３，１４，１６の題材を２学期に，２０，２２の題材を３

学期に配している。また，番号２１，２３，２４，２５の

題材を第６学年の１学期に，３０，３１，３５の題材を

２学期に，３７，４０の題材を３学期に配している。

もちろん，現行のカリキュラムに，ここで示す木

材加工に関する教育課程の内容をすべて導入する

ことについては，配当時間数等の問題があり実施

は難しいと思われるが，ここでは木材加工学習の

教育適時性という点に重きをおいて数多くを配置

させている。これは後述のアンケート調査におい

て回答教諭による評価ならびに問題点，改善点の

指摘を得るための試案となるものである。

ほとんどは，離島あるいは本島北部の小規模校で

あることがわかった。

工作室に設置されている木工道具・機械につい

ての結果を図2に示す。糸のこ盤（51.4％)，金づ

ち（43.7％)，両刃のこぎり（40.8％)．木づち

(39.4％)，ペンチ（39.4％）等が高い所有率を示

した。特に，糸のこ盤は，現行の図画工作科でも

利用率が高いために，設置率も高い値を示した。

奥野らの調査結果でも79.9％の回答教諭が糸のこ

盤を木工作の切断時に盛んに使用させている実態

が報告]3]されているが，両刃のこぎりよりも糸の

こ盤の所有率が高いことは，教諭が糸のこ盤を必

ずしも安全な工作機械とは考えていないが，使い

やすく短時間で正確に切断できるので使用してい

4.2％

３．２アンケート調査の調査結果と考察

３．２．１アンケート回答校の概要

回答教諭の指導学年については，第５．６学年

担当の主任教諭を対象にアンケートを送付したた

め，第５学年担当教諭が全体の35.2％を占め，第

６学年担当教諭が38.7％を占めた。また，第５.

６学年の複式クラスの担当教諭が17.6％，図画工

作科専科の担当教諭が1.4％，その他の学年担当

教諭が2.1％，無回答教諭が5.1％であった。回答

教諭の小学校勤務年数については，６～10年勤務

が29.6％と最も多く，次いで16～20年勤務が16.2

％，１１～15年勤務が15.5％，１～５年勤務が12.7

％と続いており，幅広い勤務年数の経験をもつ教

諭から回答があったことがわかる。また，回答教

諭の担当する学年のクラス数については，１学級

が45.8％と最も多く，次いで4学級（15.5％)，３

学級（13.4％)，２学級（120％)，５学級以上（8.5
％）と続いていた。

３．２．２小学校の施設・設備の現状

小学校における工作室の有無の結果を図１に示

す。校内に工作室を設置している小学校は全体の

66.9％であり，設置していない28.9％の小学校の

函設置している

□股歴していない

回無回答

図１小学校における工作室の有無

尋
）
簸
導
折

帆而F1
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木工道具・機械名

図２工作室内にある木エ道具・機械の種類
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